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秋 田 市 医 師 会 ニュース
発行 一般社団法人 秋田市医師会

令和元年度 秋田市三師会合同セミナーを開催

今年度の標記セミナーは秋田市歯科医師会が担当し、11月

20日(水)午後７時から秋田キャッスルホテルで開催(参加者66

名)されました。始めに三師会合同委員会委員長の湊元志先生

(本会副会長)から開会の挨拶があり、引き続き近藤行秀秋田

市総務部危機管理監から来賓のご挨拶をいただきました。セ

ミナーでは、秋田市歯科医師会理事の平塚新先生から「大規

模災害時における秋田市歯科医師会の対応について」と題して講演が行われた後、各会から

「大規模災害への対応状況」に関して意見が述べられました。

セミナー終了後の三師会合同の懇親会では、話も大変盛り上がり、顔の見える連携体制の

構築に向け大変有意義な会となりました。来年度の同セミナーは、秋田県薬剤師会秋田中央

支部が担当する予定となっております。

秋田市議会議員との地域医療に関する懇談会を開催

標記懇談会は、11月19日(木)午後６時30分から秋田キャ

ッスルホテルで開催(参加者:本会推薦の市議会議員７名、

本会役員11名、事務局２名)されました。

松岡一志会長および成沢淳子議員から挨拶があり、その

後の懇談会では、要請事項として(1)大規模災害時の医療

体制について、を成田裕一郎理事から、(2)子どものインフルエンザワクチン接種に対する支

援について、を湊元志副会長からそれぞれ説明が行われました。議員の皆様からは、両事項

共に多くのご質問とご意見をいただき、両事項の支援と充実についてご協力をお願いしました。

【 会員の受賞 】

★ 日本医師会 最高優功賞 受賞 ★

さいとう神経科クリニック 院長 斎 藤 征 司 先生

★ 令和元年度 秋田県環境・保健事業功労表彰(知事表彰) 受賞 ★

国立病院機構あきた病院 眼科 今 井 正 雄 先生

中通総合病院 病理科 小 野 巖 先生

秋田赤十字病院 乳腺外科部長 鎌 田 収 一 先生

松岡内科クリニック 院長 松 岡 一 志 先生

吉本眼科医院 院長 吉 本 弘 志 先生

§ 誠におめでとうございます。 §
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社保コーナー ５年ぶりに個別指導がやって来た！（前編）

理事 藤枝 信夫

先日当院において、５年ぶりに東北厚生局による個別指導が行われた。私は

院長として全面的に対応したので、最近の個別指導の状況を報告する。

まず、厚生労働省のホームページにあった「平成29年度 特定共同指導・共同

指導(医科)における主な指摘事項」なるファイルを熟読し、対策を練ったが、

質問の内容は概ね想定の範囲内であった。

なお、質問は今年６月のレセプト請求の医療行為の内容が、実際に行われているのかを、

診療録の記載を中心に確認する形式で進められた。(当院では、今年２月に電子カルテを導入

したため、個別指導の対象になったと思われる・・・)

以下、実際のやり取りで、気になった事を列挙する。

（1）施設基準関連

「患者サポート体制充実加算」を算定しているため、患者の相談に対する窓口に、

専任の職員が当院の標榜時間内において、常時1名以上配置されているかを確認した。

（2）医療情報システム関連

医療情報システムの安全管理に関するガイドライン第4.3版、または第５版に則って

管理しているか、確認した。

・ パスワードの管理について。変更は２ヶ月毎、桁数は８桁が推奨される。

・ 職種ごとのアクセス権の範囲設定が必要。・システムの定期的な監査の実施を勧

められた。

一番大切な(3)「診療関連」は、ボリュームの関係で来月号の「後半」で詳細を報告予定。

【 ご 案 内 】 第26回 ＥＲ＆ＧＰ カンファランス

日 時 令和元年１２月６日（金） １７：１５～１９：３０

主 催 秋田県総合診療家庭医研修センター

場 所 秋田厚生医療センター ２Ｆ 大会議室

対 象 すべての医師・医療スタッフ 参加無料

講演内容

１）Case Conference (数例予定)

２）ER & GP seminar Ⅰ

秋田県総合診療家庭医研修センター 副センター長 作左部 大 先生

３）ER & GP seminar Ⅱ

自治医科大学地域医療学センター 准教授 三 瀬 順 一 先生

※日本プライマリ・ケア連合学会 専門医・認定医研修講座〔２単位申請中〕

※日本プライマリ・ケア連合学会 認定薬剤師研修講座〔１.５単位申請中〕

※日本医師会生涯教育講座〔２単位申請中〕

ＥＲ(救急領域)とＧＰ(総合診療領域)の複合カンファランスです。

各分野で活躍していらっしゃる皆様の参加を期待しております。

お問い合わせ先 秋田厚生医療センター 総務管理課
ＴＥＬ ０１８－８８０－３０００
E-mail:akikumi@akikumihsp.com
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【 ご 案 内 】 「喜寿のお祝い」並びに「新年親睦会」

下記の日時において標記会を開催いたしますので、多くの先生のご参加をお

待ちしております。出欠については、同封の開催通知をご確認いただきまして

早めに医師会事務局までご連絡くださいますようお願いいたします。

新年親睦会のアトラクションは、シンガーソングライターの栗林聡子氏(NHKのど自慢チャ

ンピオン大会出場。カラオケバトル全国№１選手権優勝。)によるライブを予定しています。

令和２年１月１０日(金) 午後６時４５分～ ・ 秋田ビューホテル ４階

喜寿を迎えられる先生

佐々木 秀 平 先生、 加 藤 征 夫 先生、 佐々木 弥 先生

湊 昭 策 先生、 坂 本 哲 也 先生、 湊 裕 子 先生

藤 原 勝 彦 先生、 玉 川 純 雄 先生、 原 田 忠 先生

藤 盛 亮 寿 先生、 寺 田 俊 夫 先生

－誠におめでとうございます－

【 ご 案 内 】 市立秋田総合病院 感染対策講習会

開催日時：令和２年２月６日（木） １７：３０～

主 催：市立秋田総合病院

開催場所：市立秋田総合病院 外来ホール

講 習 会：「アジアの予防可能な感染症とWHOのフィールドワーク」について

秋田赤十字病院 健診部副部長兼予防接種センター長 遠 田 耕 平 先生

注 釈：日本専門医機構認定共通講習(感染管理)の受講実績(１単位)とすることができま

す。ご自身の資格が対象となるか否かは各自学会へお問い合わせください。

受講を希望される方は事前に下記までご予約下さい。

問合せ先：市立秋田総合病院（ＴＥＬ：０１８－８２３－４１７１）

医事課(菊池、内線：２１７０）・感染管理室(麻木、内線：５４０３）

【 ご 案 内 】 東京都医師会 産業医前期研修会

日 時：令和２年２月２９日(土) １３:２０～１９:４０

３月 １日(日) ９:００～１８:１５

主 催：東京都医師会

会 場：日本医師会大講堂(東京都文京区本駒込2-28-16)

認定単位：基礎研修(前期)14単位

受講資格：認定産業医を希望する医師、及び現在産業医として活動しているが産業医研修は

未修了の医師。なお、認定産業医は受講しても研修単位にはなりません。

受 講 料：会員：20,000円、非会員：30,000円

申込期間：令和２年２月３日(月)まで、定員(440名)になり次第締切。

申込方法：申込用紙は本会事務局にありますので、ご連絡(☎８６５－０２５２)ください。
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【 日本医師会からのお知らせ 】

日本医師会ＯＲＣＡ管理機構株式会社における

日医標準レセプトソフト(日レセ)の有償化対応方針に関して

標記方針について、日医標準レセプトソフト(以下「日レセ」)

を導入されている医療機関には日本医師会から既にご案内があっ

たことと存じますが、今後日レセの新規導入をご検討される先生

もおられると思いますので、お知らせいたします。

日本医師会は、日レセやその他ソフトに対する開発・保守・サ

ポート、認定事業所にかかる業務をはじめ、その他ＯＲＣＡ事業に必要な業務に対する委託

契約をＯＲＣＡ管理機構と締結し事業支援を行ってきましたが、現在推進している日レセク

ラウド版の普及が思うようには進んでいないこと、また、日レセに接続する電子カルテは増

えておりますが、その多くが無償提供されている院内設置型の日レセを利用していることな

どにより、現在の延長線上で事業を進めていても、今後のＯＲＣＡ事業の運営への貢献が極

めて厳しい状況となってまいりました。

本年６月に開催された日本医師会第３回理事会において、「院内設置型（以下「オンプレ

版」)日レセ」に関する今後のサービスの提供のあり方について議論が行われ、ＯＲＣＡ事業

の継続性および保険請求基盤の維持発展の観点から、「これまでのオープンソースの考え方

を崩さず一部機能を2020年１月より有償化する措置の実施」が決議されました。オンプレ版

日レセの一部機能有償化の概要は下記の通りです。

今回の措置に関しては、ＯＲＣＡ事業を保険請求基盤として今後も維持発展させていくた

め、持続可能な体制作りへ向けた措置と考えておりますので、ご理解くださいますようお願

い申し上げます。

なお、本措置の実施に伴い、各医療機関がオンプレ版日レセを実務で継続利用するために

は、各医療機関と日本医師会ＯＲＣＡ管理機構株式会社との間で、新たに利用申込と2020年

１月以降月額利用料のお支払いが必要となります。

オンプレ版日レセ一部機能有償化の概要

オンプレ版日レセ

オープンソースソフトウエア ［ これまで ］

保険請求実務に必要な

ソースコード 日医マスタ 機能群を日医が無償提供

改 訂 他社製 ［ 2020年１月～ ］
地域公費 各種帳票

パッチ マスタ この機能群を商用版パッケージ

として有償化いたします

セキュリ マニュア サポート
動作検証

ティ対応 ル類 センター など ※保険請求機能を継続してお使いいただくには、

商用版パッケージの利用申込が必要です。
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オンプレ版日レセ一部機能有償化の概要

診療所(無床・有床) 病院

日医会員 非会員 日医会員 非会員

月額利用料(税抜き) 2,500円 3,500円 5,500円 10,500円

お支払方法 クレジットカード／口座振替

お申し込み手続き 2019年11月29日まで日本医師会ORCA管理機構(株)へ新規利用申込が必要

お問い合わせ窓口

日本医師会ＯＲＣＡ管理機構株式会社 日レセ商用版パッケージ申込窓口

☎ ０１２０－２９１－１７８ (対応時間：月～金(祝日を除く)１０時～１８時)

ＦＡＱ（オンプレ版日レセ一部有償化についてよくある質問）

Ｑ１ 商用版パッケージの利用料は、日本医師会会費に含まれていますか？

Ａ 含まれておりません。2020年１月以降、オンプレ版日レセ(ＯＲＣＡ)の商用版パッケ

ージを利用するために、新たに日本医師会ＯＲＣＡ管理機構株式会社にお支払いが必要

となります。

Ｑ２ 商用版パッケージの利用料は、契約ベンダーの保守・サポート費用に含まれています

か？

Ａ 含まれておりません。2020年１月以降、オンプレ版日レセ(ＯＲＣＡ)の商用版パッケ

ージを利用するために、新たに日本医師会ＯＲＣＡ管理機構株式会社にお支払いが必要

となります。

Ｑ３ 商用版パッケージの利用料支払いはどのように行えばよいのですか？

Ａ 2019年９月下旬以降、商用版パッケージの申込手続き書類を貴院宛に郵送いたします

ので、同封の手引書に従いお手続きをお願いいたします。利用可能なお支払い方法は、

クレジットカード、口座振替の２種類です。

Ｑ４ 院内システムのクラウド化のため、商用版パッケージの申込をせず、日レセクラウド

に切り替えることは可能ですか？

Ａ 可能です。2020年１月より日レセクラウドで保険請求を行うためには、2019年11月末

までに申込み手続きが完了している必要があります。詳細は、貴院が保守・サポートを

依頼している契約ベンダーにお問い合わせくたざい。

【 受理文書 】 周知文書等について

本会ホームページの会員専用ページに周知依頼のあった受理文書(下記は抜粋)

を随時掲載しておりますので、適宜ご参照くださいますようお願いいたします。

《会員用文書情報》 (抜粋掲載)

R1.11.20－がん登録等の推進に関する法律に基づく診療所の指定申請について

R1.11.19－日本医師会ORCA管理機構(株)における日医標準レセプトソフト(日レセ)の有償

化対応方針のご案内について、(関連文書も添付：９月24日付・院内設置型日

レセ(ORCA)の一部機能有償化に関する説明、７月26日付・日本医師会ORCA管理

機構株式会社における日医標準レセプト(日レセ)の今後の対応について)
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R1.11.19－第22回中医協医療経済実態調査報告（概要）の送付について

R1.11. 8－風しんの追加的対策に係わる手引き（第３版）の一部改訂について

R1.11. 8－日本外科学会及び外科系学会社会保険委員会連合（外保連）による社会保険診

療報酬に関する改正要望書の送付について

R1.10.30－「新型インフルエンザ等対策に係る住民接種実施要領」の一部訂正及びQ&Aの

送付について

R1.10.24－ヒアリに刺された場合の留意事項について

【閲覧手順】 ① 本会ホームページ http://www.acma.or.jp 画面右下の会員専用ログ
インをクリック。 ＩＤ akita05 パスワード psd600

② 会員用文書情報 または 社保関連情報 をクリック

【 会 員 の 異 動 】

区分 氏 名 前 勤 務 先 等 異 動 先 等 所 属 班

退会 高 橋 堅 止 高橋眼科医院 R1.10.28 逝去 保 戸 野 班

〃 菅 原 眞 R1.11.12 逝去 駅 東 班

〃 桑山 信希(※) 市立秋田総合病院 R1.9.30 市立病院班

〃 永野 篤子(※) 市立秋田総合病院 R1.9.30 市立病院班

入会 桜庭 聡美(※) 秋田大学医学部附属病院 R1.10.1 市立秋田総合病院 市立病院班

〃 坂口 裕紀(※) 秋田大学医学部附属病院 R1.10.1 市立秋田総合病院 市立病院班

〃 仲本 雄一(※) 秋田大学医学部附属病院 R1.10.1 秋田赤十字病院 赤十字病院班

〃 佐藤 姫子(※) 由利組合総合病院 R1.10.1 秋田赤十字病院 赤十字病院班

(※)：準会員

【12 月 行 事 予 定】

１(日) 秋田市在宅医療・介護連携セミナー ９(月) 第１回肺がん検診委員会(18:45)

(13:30 秋田市文化会館) 12(木) 第16回理事会(18:30)

５(木) 第５回理事会運営会議(18:30) 26(木) 第17回理事会

６(金) 第９回会報編集委員会(18:45) (18:30 秋田キャッスルホテル)

【１ 月 行 事 予 定】

９(木) 第18回理事会(18:30) 19(日) 第48回囲碁大会(10:00 協働大町ビル)

10(金) 喜寿のお祝い・新年親睦会 23(木) 第19回理事会(18:30)

(18:45 秋田ビューホテル) 26(日) 第48回麻雀大会(13:00 おおまち雀荘)

訂正とお詫び

10月25日発行の秋田市医師会ニュース№264の「会員の異動」に誤りがありましたので、

下記のように訂正して、お詫び申し上げます。

区分 氏 名 前 勤 務 先 等 異 動 先 等 所 属 班

退会 細 谷 直 子 秋田赤十字病院 R1.9.30 市立病院班

赤十字病院班

〃 畠山 美穂(※) 秋田赤十字病院 R1.9.30 市立病院班

赤十字病院班

〃 山本 達彦(※) 秋田赤十字病院 R1.9.30 市立病院班

赤十字病院班

(※)：準会員


